






4 コロナ禍の家庭で何が

NHK総合テレビ「あさイチ」。2月8日
のテーマは、「突然消える子どもたち　コ
ロナ禍の家庭で何が」だった。NPO法人
こどもソーシャルワークセンター（大津市）
代表の幸重忠孝さん（社会福祉士）がスタ
ジオ出演、大阪府立大学教授の山野則子
さんがオンライン出演した。ゲストのお笑
い芸人、バービーさん、キャスターの博
多華丸・大吉さんも一緒に考えた。�
� （コロナ取材班）

家出とSNS

「10代の行方不明者 1 万 2860 人」
画面に、赤い数字が大写しになった。
2020（令和 2）年の警察庁データだ。そ
して、SNSに書き込まれた文字が流れた。
「家出中、誰か泊めてください」
「誰か優しい方、泊めてください。な
んでもします」
宿を求めていることを示す文字が、並

んでいた。
コロナ禍のなかで苦しむ、17 歳の息
子と母親のケースが取り上げられた。

緊急事態宣言が出た昨年夏から、息子
はスマホのゲームに熱中し始めた。（図 1）

深夜までSNSやゲームをしていた。
母親は、「いいかげんに寝なさい」と
毎晩のように叱りつけるようになった。息
子は家出した。
実は、この母子は、認定 NPO法人

「C
シーパ オ

PAO」（大阪市）が 8年前から定期
的にサポートしている。当時、長男は小
学 ３年。離婚の後、母子 3人で新生活
を始めていた。
理事長の徳丸ゆき子さんは、「コロナ
禍で親御さんもいろんなストレスを抱え
ている」と映像の中で話した。
スタジオで、SNSによる被害児童数の

グラフ（警察庁調べ）が、示された。2011
（平成 23）年に約 1000 人だったのが
2019（令和元）年には 2倍の 2000 人を
超えている。
母親はコロナ禍の前には、介護施設

のヘルパーなど3つの勤務で生計を立て
ていたが、コロナ禍で施設利用者が半減、
月収は 14万円に落ち込んだ。心身とも
に調子を崩した。
母親　ストレスなんですかね。頭痛がひ
どくて、ひどいときには１週間も続きました。
息子　直接、「うるさい」みたいな感じ
で言ってきて…疲れているんだな、みた
いな感じで思っていました。（母親を）怒
らせると面倒くさいというか、ギクシャク
した気分が長くなる。それが嫌なんです。

自分の気分を安定させるために…（家を
出た）。
母親　子どもと一緒に食事できる時間が
取れればいいが、どうしても、疲れてし
まうと、すぐに寝てしまう。それで私に話
せないから、ゲームに…」
「親御さんだけでなく、子どもたちもコロ
ナでダメージを受けていて、大変な課題
を抱えている（図 2）。手厚くサポートして
いくことでしか、子どもたちの思春期の家
出の問題などを防ぐことはできないと思っ
ています」

突然消える子どもたち
NHK「あさイチ」　山野さん、オンライン出演
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図1 図2

児童のゲーム依存に関する相談
（厚生労働科学特別研究概要版リーフレットより）

NPO法人CPAO理事長の徳丸ゆき子さん
（NHKテレビより）

親子間の困りごとギャップ
（厚生労働科学特別研究概要版リーフレットより）

「あさイチ」にオンラインで出演した山野さん（左端）。幸重さん（中央）はスタジオ出演した（NHKテレビより）



4 コロナ禍の家庭で何が コロナ禍の家庭で何が 5

徳丸さんは、こうコメントした。

親のストレス

厚労省のコロナ調査では、どうなって
いるのか。スタジオから、山野さんが呼
ばれた。
「山野さん、親が受けるストレスにつ
いて教えてください」
スタジオに示された図（右上）を使って、
オンラインで説明を始めた。
「収入がなくなる、働き方が変わる、
など『仕事の変化』が大きなストレスに
なっていました。（図 3）次に『心身の不
調』。テレワークなど、いろんな形で 4
分の 1の親御さんがストレスを感じてい
ました。そして『子どもの心配』。生活リ
ズムが乱れたのではないか、などと親が
子どもたちを心配するストレスです」

子どものストレス

続いて、子どものストレスについて聞
かれた。
「友だちと会えないなど『友だちの悩
み』。次に、学業の遅れや行事に参加で
きないなどの『学校の悩み』。最も大き
かったのは『親のストレス』、体調不良や
経済的な問題など様々な親のストレスを、
子どもたちが引き受けてしまう…」（図 4）

図の描写のように、「親のストレス」が
子どもの肩にどんとのしかかり、巨大な
子どものストレスになる。山野さんは続
けた。
「学校が休校になり、親も仕事がなくな
り、そんななかで、親の顔色を見て育つ。
イライラが、お互いに相乗作用になってし
まう。狭い空間の中でストレスが膨れ上
がる、というようなことが起きていました」

風船がパンパンに

山野さんは、気になる調査結果をあげ
た。
「休校明けで学校に行きたくなくなっ
た子どもが、３分の１をしめていました。
おうちの中で、空間が閉じられて。特に
子どもは『家庭での居場所に困っていた』
と答えていたが、それに親が気付いてい
ない、という結果でした」

ストレスの風船がパンパン
に膨らんでいっている。毎日
行ける学校にも家にも、居
場所を見つけられなくなった。
そこで家を出てしまう、そうな
りやすい状況にある、といえ
ます」
方策はあるのですか、と尋
ねられて山野さんはこたえた。
「ここまで来ると、親子だけ
で改善することは難しい。こう
なる前に親も子も気軽に話せ
る相手・気軽に話せる場所が
あると良い。相手と話すこと
で自分が客観化されたり、ア
ドバイスが得られたりします。
学校や近所の人も、『あるが
ままを聞いてあげる相手』に
なるということを意識してい
ただけたらいいかと思います。
（子どもたちは）深い話を求
めているわけではありません」
スタジオからは、「SNS や
ゲームは悪ではない。友達
とどこでもつながれます。大
人が考えるSNSのイメージと、
子どもたち持っているイメージ
は違うということも考えておか
ないと…」との声もあがった。

親の暴力で家出

17 歳の高校生、ゆきとさん（仮称）は、
父親と進路を巡って対立し、家を飛び出
した。
「いっしょにいるとすべて、つっかかっ
てくるので耐えきれなかった」
家を出た当初、ゆきとさんはネットカ

フェやカラオケボックスを宿泊先にした。
所持金の 3万円は一週間で半分に。住
み込みで働ける仕事はないか、さがした
が見つからなかった。
公園で寝泊まりして、寒さに耐えなが

ら夜を明かした。2週間が過ぎたころ、
ネットの情報を便りに児童相談所に行っ
た。でも、建物に入るのを躊躇した。
「利用したことがないので、どういうと
ころか知らなくて。自分が使っていいとこ

ろなのかどうか…」
そばの駐車場にすわって「声をかけても

らえないか」と思っていた。目があった人
もいたが、助けてほしいという心の叫びは
届かなかった。猛烈な寒さと空腹に襲わ
れながら、先の見えない不安に襲われた。
「自ら命を絶っても、おかしくなかった」

スマホが命綱に

その時、頼ったのが SNSだった。
「家出しました。どうしようもないです、
泊めてください」
ネット上の見知らぬだれかにすがるし
かなかった。
スタジオのバービーさんが言った。
「大人のウミを子どもが全部すっちゃっ
てるんですね」
ゆきとさんを見つけて保護したのが、
幸重さんのNPO法人。その時のゆきと

仕仕事事状状況況のの変変化化にによよるる負負担担のの有有無無
保保護護者者調調査査

• 世帯年収別に、仕事変化による負担を分析した。
• 保護者全体では、仕事の変化で負担を感じた割合が48.8％で、5割弱となっている（「まあまあ負担に感じ
た」「とても負担に感じた」の合計）。

• 負担を感じたと回答した割合が、「200万未満」群、「200～400万未満」群、及び「400～600万未満」群にお
いてはいずれも5割を超えていることから、低所得者世帯の方が負担を多く感じる傾向がみられる。
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図 【保護者調査】Q1－2 世帯年収別にみた、仕事状況の変化による負担有無

4

親親のの精精神神的的健健康康状状態態とと子子どどももののスストトレレススレレベベルル
（（縦縦軸軸のの点点数数がが高高いいほほどど、、親親のの精精神神状状態態がが良良好好ででなないい））

保保護護者者・・子子どどもも調調査査

• 保護者のK10得点で評価された精神的健康状態別に見た、子どものストレスレベルを調査した。
• 全体では、子どものストレスレベルは、最も高い割合が「ストレスレベル1」（5割強）である。
• 保護者のK10得点が高まるにつれ、子どもの「ストレスレベル2」と「ストレスレベル3」の割合が高くなってい
る一方、「ストレスレベル0」と「ストレスレベル1」の割合が低くなっている。親のメンタルヘルスが子どもに多
大な影響を与えることが見られる。

図 【保護者調査】Q12、【子ども調査】Q5
親の精神的健康状態別に見た、子どものストレスレベル

保護者票問12（10問）「あなたは過去 30 日の間にどれくらいの頻度で次のことがありましたか」という複数回答の質問項
目は、自記式スクリーニング尺度・K10である。得点範囲は0～40点である。カットオフを15点とし、「0点」「1～14点」「15点以
上」の件数を算出した。結果、「0点」は195人（18.9%）、「1～14点」は615人（59.6%）、「15点以上」は222人（21.5%）であった。
子ども票問5（11問）は、「UCLA 心的外傷後ストレス障害インデックス COVID-19 対応短縮版（児童青年期用）」の質問項

目である。得点範囲は0～44点である。分析においては、保護者が回答したトラウマになりうる新型コロナウイルスに関する体
験（保護者票問4）の有無に関わらず、すべての子どもを母数に含めた。子ども票問5の総得点を、一般的なストレスレベルと
解釈する。UCLAの設定を参考に、総得点0点は「ストレスレベル0」、1～10点は「ストレスレベル1」、11～20点は「ストレスレベ
ル2」、21点～44点は「ストレスレベル3」とした。
保護者と子どものマッチングデータ総数は1032件である。このうちトラウマになりうる新型コロナウイルスに関する体験を

したと保護者が回答した子どもの人数は101人である（P.26 総合考察参照）。

結結果果 44））子子どどももののスストトレレススレレベベルル
13

直近の親の精神的健康状態が悪いほど、子どもも新型コロ
ナウイルス感染症に関するストレスレベルが高い結果と
なった。
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図3

図4

（上）スタジオで示された親と子のストレス関係（NHKテレビより）
【グラフ上】仕事状況の変化による負担の有無
【グラフ下】親の精神的健康状態と子どものストレスレベル
（グラフはいずれも厚生労働科学特別研究概要版リーフレットより）



6 コロナ禍の家庭で何が

さんの様子について聞いた。
「スーツケース１個でした。ほんとに
疲れていた。あったかい炬燵で横になっ
てもらって、おしゃべりしている中で、大
変な生活をしていたことをぽつりぽつりと
話しました。家出というと、特別な感情
を持たれるかもしれませんが、普通のま
じめな子です」

夜中の見守りチェック

幸重さんが代表を務めるNPO法人は、
夜 10 時から朝 5時まで、ネットでしん
どさをつぶやいている子どもたちに声を
かける活動を行っている。家出も含めて、
子どもたちのSOSを見つけ出している。
相談員は、かつて同じように家出を経
験した若者たち。家出中の子どもたちと
共感しながら、チャットでやり取りをして
いく。必要に応じて、全国の若者団体に
つなげていく。
ある夜。相談員が言った。
「6分前。東京にいるという女性のメッ
セージを見つけた」
そこには、「家出してきました」と書い

ていた。
相談員は、支援する団体が新宿にい

ることを確認して、「行ってみてください」
と発信した。すると、女性から「めっちゃ
有益な情報」と返ってきた。
幸重さんは言った。
「彼ら（相談員）は、ほんとにうまいん
ですよ、我々が（相談を）交代すると、『支
援臭』みたいなものを感じるのか、途切
れることも。でも彼らは繋がってアドバイ
スする。大人たちも、『家出の経験のあ
る子どもたち』に学ばなくてはいけない。
プロがやったほうがいい、決してそうで
はないなあ、と思っています」

顔の見える関係

幸重さんたちは、何かあった時の居場
所も作っている。午後 2時から夜 9時ま
で。緊急時は、宿泊も可能だ。
集まるのは、家族や学校で悩みを抱

えている高校生や中学生。同じ年代の
仲間やボランティアとおしゃべりしながら、
SNS上にはない「顔が見える信頼関係」
を築こうとしている。
ある夜、１本の電話が入った。幸重さ
んたちが支援していた女性からの緊急の
相談だった。親と折り合いがつかず、家
を出たい、という内容。女性は、その日
のうちに、幸重さんたちの「居場所」にき
て、数日の宿泊支援の後、保護施設に
身を寄せた。
「こちらの気持ちを察してくれていて、
うれしいです」
女性は、明るく話した。
スタジオの幸重さんは、「子どもたち
をケアする施設の数は全く足りていませ
ん。限られた一軒家でやっている活動な
ので、『どんどん来てください』と言うほど、
スタッフや資金面で余裕があるわけでも
ない。徳丸さんが言っていたように、本

当にしんどい家のことについては時間を
かけてゆっくり関わっていくしかないので、
非常に労力がかかる。ひとり一人救って
いくほかありません」

今後の課題

最後に、今後の課題について山野さん
が話した。
山野さんはまず、身近に相談できると

ころに政策としてお金が流れるようになっ
ていないことを指摘した。
「公的な機関が開いていない夜の時間
に活動している（幸重さんのような）NPO
活動も含めて、支援・相談の全体像を見
えるようにすることが大切です。予算も出
して、国の責任として全体像を明らかに
していってほしい」
次に、支援の在り方について、「相談
機関をたくさん作ることではない」と前置
きして、「相談」という行為は勇気のいる
ことだと認識し、「申請した人だけでなく、
すべての子どもや家庭を対象に、何気な
く話せる人ができて身近な支援を生み出
せる制度設計やアウトリーチできる制度
をつくることが重要」と話した。
3つ目は、「10 代の家出」というテー

マにかかわる点についてふれた。
「支援やサービスとなるメニューが一番
少ないのが高校年齢以上。乳幼児期や
義務教育期には『見える化』しているが、
高校年齢になると、見えなくなるし、数
も少なくなる」と現状を報告。そのうえで、
次のように締めくくった。
「こうした放送をきっかけに、『そこに
手厚さが必要なんだ』ということが伝わり、
政府にしっかり動いていただきたい」
番組には、放送直後から500通をこえ

るメールやファクスが寄せられた。

東大・駒場祭にも出演 ｢若い人のアイデアを｣
2021年11月22日、「子

どもの貧困をなくすために、私たちに
できること～大学進学を切り口として
〜東大で考える子どもの貧困と社会
貢献」が東京大学の学園祭「駒場祭」
で開かれた。主催は、子どもの貧困に 

問題意識をもって集まった現役東大
生による学生団体「CO-Nnext（コネク
ト）」だ。国立教育政策研究所高等教
育研究部総括研究官の濱中義隆さん、
認定特定非営利活動法人「キッズド
ア」理事長の渡辺由美子さん。それに

山野則子さんの3人が、オンラインでパ
ネルディスカッションした。
　山野さんは、「子どもたちの9割がス
トレスを感じていました。大学生の皆さ
ん、考えてください。新たな価値を創造
してください。若者発で運動していって
ください。若い人のアイデアが欲しい
んです」と呼びかけた。

スタジオ出演した幸重さん（NHKテレビより）
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新型コロナウイルス感染症（COVID 
-19）は、親や子どもにどんな影響を及ぼ
しているのか。兵庫県こころのケアセン
ター・副センター長兼研究部長の亀岡智
美さんは2021 年 11月29日、大阪府立
大学・大阪市立大学共催「子ども・若者
への支援に関する公開講座」の第一部で、
オンライン講演した。亀岡さんは厚労省
調査の協働研究者で、主に親子調査を
担当。ストレスやトラウマ、PTSD（心的
外傷後ストレス障害）について解説した。
� （平田篤州）

阪神淡路大震災（1995 年 1月 17日）
の翌年から、神戸市の東部新都心として
開発されたHAT神戸（ハットこうべ）。そ
の海沿いの一角に、兵庫県こころのケア
センターがある。災害や事件、事故など
によるトラウマ・PTSDなどに関する研
究・研修・相談・診療・地域支援・人
材育成を行っている専門機関だ。

体のケガと同じ、ありふれた体験

「トラウマは、こころのケガです」
亀岡さんは、「まず、トラウマへの共
通理解を」と会場に呼びかけて、こう述
べた。トラウマの定義について、＜本来
その人が持っている個人の力では対処で
きない、圧倒的な（極端にひどい）体験
をしたときに起きるストレス＞とし、「こ
ころもケガをする。体のケガと同じぐらい、
ありふれた体験です」と話した。
続いて、WHO（世界保健機関）と米
国ハーバード大学医学部が中心になっ
て行った国際共同研究プロジェクト「世
界精神保健調査」を引いて、「様々な国
の回答者のうち7割がトラウマを体験し、
その数は一生のうち平均 3.2 回ぐらい。
日本の調査でも6割、つまり、半数以上
がトラウマを体験している」と言及した。

シーバーン災害

トラウマが起こる可能性のある出来事
として、自然災害、交通事故、犯罪被害、
虐待、戦争体験、有毒物質などへの曝
露を示した。そして、化学 （chemical）・
生 物 （biological）・ 放 射 性 物 質 
（radiological）・核 （nuclear）・爆発
物 （explosive） の頭文字を取った「シー
バーン（CBRNE）災害」を紹介した。
「コロナは有毒物質の曝露にあたりま
すが、シーバーン災害として考えると、
非常にすっきり理解できる。正しく怖が
るのが、最も難しいたぐいのものです」
亀岡さんは、シーバーン災害に共通す

る特徴として、「防護服が要る。感染し
ていないのに感染している、といった猛
烈な不安が広がる。社会的混乱が起き
て、政府のリスク管理が求められる、医
療インフラが打撃を受ける、人心が悪化
し行動変容を招く」と説明し、「まさに今、
世界が直面している事態です」と話した。
そして、「山野先生の調査でも浮き彫り
にされたように、異動や外出の制限によっ
て、家庭内で、もともとリスクが高かった
アルコール依存、DV（家庭内暴力）、虐
待などのリスクがさらに高まる」と指摘した。

ウイルス感染自体がトラウマに

こうしたコロナによる2次的なトラウマ
以外に、「ウイルスそのものによるトラウ
マも考えておかなければならない」と強
調した。
「大切な人が隔離された。陽性だと言
われた。大切な人が、感染者のそばで
働いている。子ども自身や家族が、家を
離れなければならなくなった。亡くなっ
てしまった」など、ウイルスにまつわるひ
どいことがあると、ウイルスそのものがト
ラウマになってしまう、とした。

続いて、精神医学やメンタルヘルスの
領域で出されている論文の最近の傾向に
ふれて「コロナが子どもや青年に与える
影響について書かれた論文が激増してい
る」と紹介。文献をくまなく調査し、一定
の基準で批評する「システマティック・レ
ビュー」による解析結果で、「コロナが青
年期のうつや不安症と関連している」「社
会的孤立や孤独感が、うつや不安症のリ
スクを高めている」ことが報告されている
状況を説明した。

強さより、持続時間が相関

なかでも注目されたのは、「コロナの
強さよりも、持続時間が精神健康と強く
相関している」という報告だった。
日本でも学校閉鎖などで子どもの孤独
感が続くと、健康リスクが高くなることが
示されている。集積した論文では、コロ
ナが、ストレスや不安、無力感、薬物乱用、
自殺、学業の問題、欠席などを引き起こ
すことが指摘されていた。これらの問題
は、通常でも、児童青年期の対応として

トラウマはこころのケガ
兵庫県こころのケアセンター
副センター長・研究部長　亀岡 智美さん

亀岡智美さん（左上）と厚労省子ども家庭局
総務課長の小澤時男さん（左下）。厚労省コロ
ナ調査について講演した。山野さん（右上）も
オンライン講義し、大阪府立大学准教授の木
曽陽子さん（右下）が進行を担当した。
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困難なことであり、感染の恐怖で「自分
は死んでしまうのではないか」と不安に
なっている児童の増加も示された。

ハイリスク群

「山野調査」でも、障害のある子どもの
保護者のストレスが高いという結果が出
ているが、亀岡さんは「たとえば」として、
自閉症スペクトラムの子どもの養育者な
ど、より多くのサポートが必要になって
いる実態を紹介した。
一般的にハイリスク群として、女性、
高齢者、若者、感染者とその家族、医
療関係者、「山野調査」でも示されていた
もともと不良な社会状態にある人、精神
疾患がある人、ソーシャルサポートが乏
しい人―をあげた。

トラウマの症状と影響

亀岡さんは、データをオンラインで画
面共有しながら淡 と々進めた。
トラウマは、非常に広範な影響を与え
る。起きた直後の反応は、闘争か、逃
避か、すくむか。
「これは、危機状態の時に自然に出る
反応です。ところが、トラウマが長引い
てくると、本当は怖くないんだけれども、
まるで今、危機状態であるかのように反
応が起きてきます」
トラウマの中長期的な影響に、さらに
ふれた。

「様々な領域、認知や情緒面、行動面、
脳の発達、精神健康などに影響を及ぼ
す。これらは、子どもが成長していく時
に非常に重要な領域です。そこに影響が
及ぶと、子どもの成長発達が大きく損な
われる懸念が出てきます」
「特に、認知が大切です。物事の捉え
方、自分についての捉え方。私はけがれ
ている。恥ずかしい存在だ。世の中全
体が危険だ…物事の捉え方がこうなって
くると、その後の人生がすべてこの見方
で決まってしまい、子どもの人生が否定
的、否定的に進むことも考えられます」

PTSDの診断基準と発症率

トラウマを体験した人が、すべて
PTSDになるわけではない。亀岡さんは
PTSDの診断基準についても解説した。
「重篤な体験の記憶が、自分の意図と
は無関係によみがえってくる。出来事に
関する刺激を回避しようとしてしまう。認
知や気分の陰性の変化。恐怖の反応が
いつまでも進む。覚醒状態になってしま
う。これがPTSDの診断基準です」
トラウマの体験のなかでも、「死にそう
になった」などの極めつけの出来事を体
験した人が症状を示したときに、PTSD
と診断される。それが、現在の診断基準
になっている。
コロナ（感染）によるトラウマを体験し
た子どもはどれくらいいるのか、そのな

かでPTSDの症状はどのくらいなのかー
についても分析した。
「１０%のこどもが最低一つのコロナ関
連の体験をしている。そのうちPTSDの
可能性のある子は１８%。別のレビューに
よる論文の解析によると、極めつけの出
来事を体験した人のPTSDの発症率は
１５．９%。おおざっぱだけど、今回の調査
の『１８%』は、それに負けず劣らずの比
率がみられた、ということです」
保護者のメンタルヘルスも調査した。

うつや不安は、かなりハイリスクの人た
ちが多かった。しかも、子どもから見た
親についての調査では、ハイリスクの人
たちが非常に多かった、という。

対応上は３つの要因に注意

今後は、どんな対応が求められるのか。
「シーバーン災害とか感染症にまつわ
る対応を考える時、3つの要因に注意し
なければならないと言われています」
第１が恐怖。目に見えないウイルスへ

の脅威。全員が検査できるわけでもない
し、全員が検査したとしても偽陰性、偽
陽性がある。あやふやな状態におかれ、
自分が感染したのではないか。人に感染
させてしまうのではないかという恐怖に
襲われる。治療薬がない状態では、感
染すると死んでしまうのではないか、と
いう恐怖も感じられやすい。
第２は、社会的孤立。
「ソーシャルディスタンスが言われ、社
会的孤立を招く、現に感染者になってし
まったり、濃厚接触者として隔離されて
社会から距離を置かざるを得ない状況に
なる。精神健康に有害だと考えられてい
る状態です」
そして、3つ目がスティグマ（レッテル
張り）。
感染症に対するスティグマは歴史的に
何度も体験してきている。結核、ポリオ、
ハンセン病、HIV。こういった目には見
えない恐怖が、さまざまな偏見や差別に
繋がりやすい。
「最も恐ろしいのは、自分は厄介者なん
だという、自らへのスティグマです。これが、
最も怖いところだと考えられています」

大阪府立大学・大阪市立大学共催「子ども・若者への支援に関する公開講座」の第二部。
大阪駅前第 2ビル 6 階の文化交流センターホールで行われた
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今後の対策

膨大な論文が報告されているなかで、
亀岡さんは、ハーバード大学が出してい
るREACH（リーチ）という対策を画面共
有して紹介した（別表）。
「至極当たり前の事ばかりです。まず
はこういったストレスやトラウマの問題が
あることに気づくこと。それから社会的
セーフティネットの構築、山野先生もおっ
しゃったように、本当に困った人に手が
届いていない。最もリスクの高い人たち
を支援することが必要です」
「レジリエンスを育成する。メンタルヘ
ルスの領域では『心の免疫力』とも言わ
れています。トラウマを被った時に自ら
回復していく力。育成するためには、サ
イコロジカル・ファーストエイドなどが有
効です」
サイコロジカル・ファーストエイドは、

「適切な応急処置」。深刻な危機的出
来事に見舞われた人々に対して、心理的、
社会的な支援をするためのガイドラインだ。
「日本でも、災害現場で随分実践され
て、共通のコンセンサスを得ています。
すぐさま『あなたは病気です』というので
はなくて、ストレスやトラウマがある、と
いう説明や、いろいろなリソース（医療
や看護の資源）を紹介する。そんな対応
です」
そして、共感力をもつ。
「対人支援では、最も基本的なことで
すが、わかりにくいシーバーン災害だか
らこそ、改めて重要なことだと感じます」

トラウマインフォームドケア（TIC）

終盤。トラウマインフォームドケア
（TIC）を解説した。1990 年代に米国で
発展してきた、トラウマ支援の基本概念だ。
トラウマを体験する人は、非常に多い。
いろんな支援をしていく時に、もしかし
て目の前の人はトラウマを抱えている人
ではないか、ということを念頭に置いて
支援していく、という立場だ。
「詳しくは申しませんが、アメリカでは
すでに立法化して、国家を挙げて推進し
ようという動きになっています」
そして最後に、TICの基本原則に改め

て触れた。
「気づきを高め、トラウマのメカニズ
ムを学んで、コントロール力を高める。�

これが安全感を高めることに繋がります。
対人支援の現場では当然のことかもしれ
ませんが、とても重要だと思います」

お断り　7 面 8 面 9面は、大阪府立大
学教育福祉研究センターと大阪市立大
学大学院都市経営研究科の共催で行わ
れた公開講座の第 １部「コロナ禍にお
ける子ども、家庭、学校―2020 年度の
調査結果から得た知見をどう活かすか」
をもとにまとめました。亀岡先生は、新
型コロナウイルス感染症について終始、
「COVID-19」（コビッド・ナインティーン）
と、正確な言葉で伝えられていましたが、
紙面では、多くを「コロナ」と表記させて
いただきました。

REACH（リーチ）
▼ 問題に気づくこと（Recognize the problem）

パンデミックは非常にグローバルにストレス・恐怖・不安を広げる。
▼ 社会的セーフティーネットの拡大（Expand the Social Safety Net）

経済的及び社会的影響から人々を守ることでパンデミックの精神健康への悪影
響が低減する。
▼ 最もリスクの高い人たちへの支援（Assist Those Most At Risk）

DV 家庭や特別なニーズを有する子ども、以前から精神的問題を有する人や 
孤立状態にある人達への支援が重要である。
▼ レジリエンスを育成する（Cultivate Resilience）

集団レベルでの心理的応急処置（サイコロジカル・ファーストエイド）などの 
エビデンスに基づいた戦略を普及させることが必要。
▼ 共感力を持つ（Have Empathy）

自分自身や他人、家族、隣人へのやさしさを積極的に示すことで、自分自身のス
トレスだけでなく、周りの人のストレスも軽減することができる。

生命保険協会大阪府協会などが参画・協力機関となった
「山野プロジェクト」が科学技術振興機構（JST）で採択される
子どもの社会的孤立・孤独や社会的排除の
問題として、
1.	子どもが声をあげられず周囲が気づかない。
2.	学校組織が教師の抱え込みを生む。
3.	身近な支援が認識されず必要な子どもに

届かない。
といった問題がある。また、新型コロナウイ
ルス感染症の流行により、保護者の就業状況
の悪化、家族関係の悪化などを含め、ストレ
スを抱え、社会的孤立となる子どもの増加が
見込まれる中、子どもの潜在化したリスクを早
期に把握し、適切な支援につなぐシステム活

用は喫緊の課題である。
本プロジェクトのビジョンは、子どもに安心

を提供できる、持続可能な社会システムの実
現である。
そのための達成目標は
第1に、例えば子どもが貧困を恥ずかしいこ
とと思わなくていい環境創生。
第2に、教師が個人で対処に追われない体
制の構築。
第3に、学校として地域資源を知り活用でき

るようになること。
である。
実施内容は次の3点である。

1. 学校においてAI スクリーニングの実用化を
めざし、スクリーニングシステムによって自
動的に上記のことができるようになる。

2. 教育行政・教師・スクールソーシャルワー
カー・スーパーバイザー・地域資源メンバー
によるネットワークを構築し関与者の評価
キャパシティを形成することで持続可能性
を高める。

3. バックアップするために体制構築（養成講座
案の作成とモデル実施、個人情報保護ボト
ルネック対応マニュアルの完成）を行う。
� （大阪府立大学のホームページから）

プロジェクト名
「SDGsの達成に向けた共創的開発プログラム
（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構築）」



10 「いのち」の保育

大寒の1月20日昼、堺市東区の北野
田こども園（徳風会）。1月生まれの園児
の誕生会が開かれていた。新成人の卒
園児からは、写真やメッセージが寄せら
れていた。事務室のパソコン画面（壁紙）
には「いのち」の３文字（写真）。ある卒園
児が、在園していた5歳の時に保育室で
書いた直筆だ。母親は、2歳の時に旅立っ
ている。廣谷和子園長は、「いのちが園
のテーマです。しんどい時に帰れる場所。
そんな園であり続けたい」。�（平田篤州）

誕生会
毎月の誕生会。コロナの前は全園児

（約 230 人）が集まって行っていたが、
今は感染防止のため、クラスごとに開い
ている。3歳児のクラスをのぞいた。

「お兄ちゃんに
なったら、何をし
たいですか」
「ブロックでブ
ルドーザーをつく
りたい」（拍手）
お祝いを受ける
3人の園児に、先
生（保育教諭）がインタビュー。絵本の読
み聞かせや合唱…。0歳児から5歳児ま
で、思い思いの趣向で「誕生日」を祝った。
「いのち」は、法人の理念である「生き
抜く力」に通じている。
「おうちの人はどれだけ大変な思いを
しても、みんなの命を守り抜いてきたし、
これからもそうです。当たり前の『今』は、
決して当たり前ではなく、いのちという奇
跡によってつくられています」

園児はそんな話を、真っすぐな瞳で聞く。

新成人
玄関のボードに、晴れ着やスーツ姿の
写真とメッセージが並んでいた。15年前
に卒園した新成人や保護者からの便りだ。
「この時期、苦手なお餅がこれでもか
と出てくる餅つき大会を思い出します。
無事成人を迎えることが出来ました。特
別支援学校の教員を目指しています」
「中学校の卒業式に来賓で訪ねてくだ
さり、とても嬉しかったです。成人の日
での晴れ着姿の写真を添付しました」
「専門学校に通っており今年就職しま
す。追伸…身長 188㎝になりました」
当時の担任の津留孝先生が、新年を
迎えて出した祝福のハガキへの返信だ。
「成人式おめでとう、というより、迎え
てくれてありがとう。これからもみなさん
の生きていく姿『いのち』を見守らせても
らえば幸いです」

社会福祉法人徳風会　北野田こども園（大阪府堺市東区）

「いのち」の３文字に
想いを込めて
大寒の誕生会
新成人の卒園児から
写真やメッセージ

壁紙に園児の直筆の「いのち」を使ったパソコン

お誕生会。元気な声でインタビューにこたえた
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いのちの旗
廣谷園長は、北野田こども園に赴任し

て20年になる。その間、「いのち」と向
き合う出来事を何度も経験した。
「10年以上前、小学生になった卒園児
が事故で亡くなりました。お通夜に行くと、
棺の周りに保育園の時の写真が並んでい
ました。園が、とても楽しかったそうです。
『園長先生が来てくれましたよ』。そう話
しかけたお母さんの言葉が、今でも耳に
残っています」（廣谷園長）。
それからまもなく。今度は、当時 2歳

だった在園児（男の子）の保護者が 30代
の若さで病死した。
「園児、そして保護者のいのちまでも
…。生きている、って当たり前じゃない。
『いのち』を、さらに深く掘り下げる…
そんなきっかけになる出来事でした」
廣谷園長は、そう振り返る。母親は、
旅立つ直前、園を訪れ、当時の担任に「子
どもをよろしくお願いします」と言った。
その言葉を胸に刻んで育んだ。3年後、

園児が5歳になった時、黒の絵の具で「い
のち」の3文字を書いた。園では最後と
なる秋の運動会の直前だった。
「いのち」の文字は、運動会で使う旗に
なった。その裏の旗面には「頑張って生き
てるぞ！」のメッセージ。園児はその旗を
持って、退場のクライマックスに走った。
「きっと空からお母さんが見ている」
先生たちは、そう思った。
翌年には、先生や職員のユニホーム

の袖にも、男の子の直筆の「いのち」が
添えられた。事務室のパソコンの画面の
「壁紙」が、「いのち」になったのも、そ
のころだ。
当時の卒園アルバムに、次のような文
章が綴られている。
〈「いのちは大事」。ことばでいうのは
簡単だけど、むずかしい。命は奇跡が連
続してつながり、喜びをもたらす。その
反面、時に儚

はかな

く、これ以上ない哀しみも、
もたらす。ただ、その儚さから、命の尊さ、
深さを知り、「生きていることが当たり前
でないことを痛感する」〉

保育は永
と わ

遠に
卒園児は小、中学生になっても園に
やってくる。
「先生、遊びにきたよ」
「おかえり。遊びに？お手伝いに来てく
れたんやね」
「はい！お手伝いに来ました」
そんな会話が、和やかに続く。
卒園児が、「先生」や「職員」になって
戻ってくることもある。「やっぱり、ここで」
と、わが子を入園させる卒園児もいる。
廣谷園長は、保育の役割は卒園後も

ずっと続く、と考えている。
「しんどい時は、帰っておいで。園に
おったこと、ひとつでも思い出して、次
の一歩を踏み出せる、そんな場所であり
続けたい」
そして言った。
「いのちの尊さを伝える。それが私た
ちの使命です。今は空（天国）にいるお
母さんや子どもたちも、きっとそれを望
み、見守ってくれていると思います」

Pinポイント
インタビュー
山野則子先生

 ―「いのち」を理念にした保育に
ついて
山野　悲しい出来事を、子どもた
ちとうまく共有して、次のエネル
ギーに繋げている…亡くなられた
お母さまも、喜ばれていると思い
ます。乳幼児期の育ちが極めて大
切なことは、理論的にも明らかにさ
れています。子どもたちの人格形
成期に「いのちの尊さ」を育むこと
は、とても素晴らしいことです。

 ―「保育の仕事は永遠」という取
り組みをどうみますか
山野　地域共生がいわれるなか、
改めて注目すべき取り組みですよ
ね。私は、1990 年代から堺市で子
育て支援のネットワークをつくる草
の根的な活動をしていました。その
時から「保育園は、卒園後も繋がっ
ている地域の居場所」と思っていま
す。私の娘も卒園後、「園繋がり」で、
いろんな機会をいただいています。
もっと広がってほしいですね」

 ―認定こども園では、保育と教
育が一体となっている。新設され
る「こども家庭庁」から「教育がは
ずれる」という懸念の声がある
山野　私は「教育と福祉はセット
だ」とずっと言ってきたので、教育
が「こども家庭庁」の範疇からはず
れるとすれば「おかしい」となりま
す。ただ、「こども家庭庁」に権限
を持たせて、文科省に指示を出し
ていけるようなスキームも考えら
れている、と聞いています。「こど
も家庭庁」は、首相直属機関と位
置付けられ、内閣府の外局になる。
他省庁に政策の是正を求めること
のできる「勧告権」を持つ閣僚を置
く、などです。

 ―こども基本法（仮称）の制定に
ついても論議が進んでいる
山野　子どもの権利条約の理念に
沿った内容になると考えています。
子どもを主語にして、「子どもの最
善の利益」を常に優先する、という
ことです。「こども家庭庁」の動きと
ともに、国会での審議を注視します。 

壁紙に園児の直筆の「いのち」を使ったパソコン
卒園生から送られてきた成人式の写真や
メッセージ。園玄関に掲示された
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『つなぎびと』との出会い

生命保険協会大阪府協会では、2017
年から『つなぎびと』の発行に関らせて頂
いております。発行の浄財は 62年続い
ている、大阪で生命保険事業に関ってい
る約 2万名の役職員から集めた募金です。�
生命保険事業は多くの人で助け合う�
【相互扶助】の精神で成り立っています。
私と『つなぎびと』との出会いは、大
阪府立大学 SSW評価支援研究所の山
野先生の講演を拝聴する機会にも恵まれ、
子どもの成長を社会全体で支え助け合い、
学校と福祉等それぞれの立場で頑張って
いる人をつなぐ役割が重要である事を再
認識したことが始まりです。

大阪府協会の� �
子どもたちへの支援

大阪府協会では 1974 年から行政の
皆様のご協力頂き、大阪府下の児童養
護施設へ物品の支援をさせて頂いており
ます。最近の 5年間では、野球などユ
ニフォーム・タブレット端末・スイッチ・
洗濯機・ベビーベット等、のべ 212施設
にお届けしました。
毎年施設からは、『スイッチありがとう

ございます！！みんなで楽しく大切に使い�
ます！本当にありがとうございます。』�
『アイパッドありがとうございます。大切
に使います♡受験生なのでタブレットで
勉強したいです。』（原文）等、子どもた
ちのメッセージを頂き、こちらの方が元
気づけられます。
この募金活動を通して児童養護施設の
皆さんからお話を聞くと　子どもたちの

成長を支えるために　多くの課題に取り
組みながら頑張っておられる人の姿があ
ります。沢山の子どもたちの笑顔や元気
な成長がある一方で、いじめの問題、虐
待や貧困の問題、心のケア等ひとりひと
りと向き合う事が多く、情報連携やスク
リーニングの大切さを痛感します。
私たちとして何かできないか？『つな

ぎびと』を通じ、SSWの役割や大切さを
多くの方に知って頂く事は、大阪府協会
一人一人の願いなのです。

生命保険のしくみ

生命保険も多くの人で支え合う制度で
す。保険には万一の死亡保障だけでな
く、特定疾病罹患した時に保険金が出る、
特定疾病保障保険等、生前給付タイプ
の保険もあります。もし、子育て中に特
定疾病にかかった時、【自分の治療のた
めに、子どもの教育資金を使うか】または
【子ども教育資金を守るために、自分の
治療をあきらめるか】こんな悲しい選択
をすることなく、保険金を受け取って頂
き、治療費の一部に充てることが出来る
のがこのタイプの保険です。公益財団法
人生命保険文化センターHP【https://
www.jili.or.jp/lifeplan/index.html】
にも生活設計情報が掲載されています。

よろしければ参考にして下さい。
生命保険は皆様の保険料で支え合う
制度です。これからも業界として、子ども
達の成長を支える事が出来るように情報
の連携など務めて参りたいと思います。

さいごに

生命保険業界で仕事をするものとして、
これからも多くの方々に引き続きのご支
援頂き、大阪府協会としても【子どもた
ちが健やかに成長してほしい】との願いで、
社会貢献活動を続けて参ります。
今後とも宜しくお願い申し上げます。
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2021 年 12 月大阪市寄贈式（松井大阪市長感謝状授与）

子ども達からのメッセージ


